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1.    Introduction 
1-1.    小口径望遠鏡小口径望遠鏡小口径望遠鏡小口径望遠鏡によるによるによるによる観測観測観測観測 

  小口径望遠鏡（口径 20～30cm）は主にアマチュア観測家の間で普及しており、特に

変光星の測光観測の分野では、アマチュア観測家の方々の日々の観測が支えていると言

っても過言ではない。小口径望遠鏡は口径が小さいため、観測できる天体が大口径望遠

鏡（口径 1ｍ以上）に比べると限られる。しかし、小口径望遠鏡は設備投資費や維持費で

は大口径望遠鏡に比べて非常に安く、さらに機動力や専有性が高く突発天体などの観測

にも強いといったメリットがある。また、かつて分光観測は大口径望遠鏡で行うことが

一般的であったが、近年冷却 CCDカメラの発達、小型分光器の登場に伴い小口径望遠鏡

でも分光観測が可能な時代となっている。このような流れの中で、小口径望遠鏡で分光

観測を行っていくことは、今後アマチュア観測家の間でも普及していくことも含めて、

十分意義ある観測手段と言える。 

 

1-2.    Wolf-Rayet 星星星星（（（（WR137 とととと WR140））））についてについてについてについて 

Wolf-Rayet星 (WR星) は 1867年に C. Wolfと G. Rayetによって、直視分光器で初め

て発見された天体である (for a review, see Percy 2007)。可視域に He, C, N, Oなどの幅の広

い輝線を示し、ドップラー速度幅は数千 km/sに達している。さらに WR 星は輝線の現れ

方から、窒素の輝線が卓越する WN 星、炭素の輝線が卓越する WC 星、酸素の輝線が卓

越する WO 星に大別されている。WR 星は大質量星で進化の末期段階にあるため超新星

との関連が示唆されており、また質量放出量も大きく、銀河の化学進化にも大きく寄与

していると言われている。 

  今回観測を行ったWR137 (V1679 Cyg)とWR140 (V1687 Cyg)は共にWC星と O型

星の binaryである。これらの天体の諸量を Table 1に示す。軌道周期はWR137で約 13

年、WR140で約 8年であることが知られている。 ephemerisよりWR137は 2009年 6

月～2010年 1月、WR140は 2009年 1月に近星点通過を向かえると考えられる。連星系

からは質量放出によって星風を伴っているため、連星系の位相によって星風の衝突領域

が変化すると予想さる。つまり位相に従って輝線強度などの変動が期待される。我々、

岡山理科大学チーム(OUS team)は近星点通過前後に、WR137とWR140の小口径望遠鏡

による分光観測を継続的に行ってきた。本稿ではこれらの観測結果について報告する。 

 



Table 1.Table 1.Table 1.Table 1. Parameter of WR137 (Lefevre et al. 2005) and WR140 (Marchenko et al. 2003). 

WR137 WR140
Sp. WC7 + O WC7 + O5
mag. ≈ 8.2 ≈ 7.1
Porb 4766±66 d 2899.0±1.3 d
i 67° 50±15°
e 0.178±0.042 0.881±0.005
MO 20±2 M☉ 50 M☉

MWR 4.4±1.5 M☉ 19 M☉

distance 1.82 kpc 0.8 kpc
T0 2450198±186 (JD) 2446147.4±3.7 (HJD)

 

 

2.    Observations 
  観測は岡山理科大学田辺研究室天文台にて行った。望遠鏡は Celestron C11 (D=28cm, 

F10)、分光器は SBIG DSS-7 (R≈400)、CCDカメラは SBIG ST-402を用いた。分光器 DSS-7

の波長分解能は 15Åとなっており、1pixel あたりの分散は 5.4Åである。撮影時は 1×4 の

ビンニングを行い、波長較正には水素とヘリウムの放電管を用いた。観測期間は 2008年 10

月 30日から 2010年 6月 2日で計 27夜に渡って行っている。また同天文台の観測システム

は大学敷地内の建物の屋上に設置されており、ほとんどの操作を別室から遠隔で制御する

ことが可能である。 

 

3.    Results 
  我々の観測によって得られたスペクトルの一例を Figure 1に示す。WR137, WR140とも

に WC 星に特有な炭素などの非常に幅の広い輝線が見られた。輝線の同定は主に Conti et al. 

(1990)を参考にしている。 
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Figure 1. Spectra of WR137 (2009/07/15) and WR140 (2009/10/15). 

distance: Conti & Vacca (1990) 



 

  本稿では輝線強度は Fλ / Fcとして評価した。ここで Fλは輝線

のピーク強度であり、Fcは連続光の強度である (Figure 2)。測定し

た輝線は、特に顕著に現れている C III, C IV (4650, 4659)、C III 

(5696)、CIV (5805)を用いた。 

  WR137と WR140の各輝線の強度変化を Figure 3と Figure 4に

示す。それぞれ横軸は位相で、縦軸は Fλ / Fcとしてプロットして

いる。いずれの測定値も測定誤差は 1％程度である。 
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4.    Summary 
  WR137, WR140ともに有意な輝線強度の変化が見られた。特に WR137は近星点通過前

後で明白な輝線強度の変化が見受けられる。しかし、これらが近星点通過、つまり星風衝

突に伴う温度や密度の変化に関連しているかは明確ではない。各輝線の強度は日々変動し

ている可能性も考えられる。 

これまで WR140 では輝線の形状変化を追うような観測が報告されているが（例えば

Marchenko et al. 2003）、輝線の強度変化を追うような観測例は少ない。したがって今後も観

測を継続し、輝線強度の変化の由来について明らかにしたい。 
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Figure 2. Fλと Fcの評価. 

Figure 3. WR137の各輝線の強度変化. 点線で

近星点を示している. 

Figure 4. WR140の各輝線の強度変化. 点線で

近星点を示している. 
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